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当尚において, JH三モ曲指,対立道政麻坤,垂手などの

&･-カミtrわれるようになって, 3年以上を経過した②

いま3年以上を経過したものを集めて見て,a:fい成績

を納めたもo))と,悪い結米に終わったもojとがかなり

若tJJ-Jiこ分かり,今後どのような症例に,どのような術

式与やるEIlきかがほゞ見当がつくとノⅠ且われるOjで,成

‡I''�"�"-�"�"'三うーミ･.,L-1す　こ土とし

らい如養所の]-之3)省を-T=がける者のみならず,いっば

んに比較的少ないこれ等の適応症の手術をする者にと

っても,何らかの参%になれば幸いである缶

1　鷲瓜Tlの｢†rj,施行された手術の内訳はs Lexer

6例　Bunne1 7例,Wi七tek l例であるの　その･,退院

5^,,死亡2｣で,現在人土引ま　Lexer2, Bunne且

5 ｣>7#,てある(第1表〕o
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Ⅵriモモek

Lexer

Blinnel

計　　　　　14　　　　　　　　　　　　　フ

2　戸Ij;･対立遅助障碍に対する手術ほ　Bunne1 8,

択oeren6, Royle lの15例である由　その中,退院1,

死亡1で,現在人EIはBunnei6f Roeren6, Royle

Iの13名である〔節2表〕･
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術　　式　　手術例　退　院　死　亡　恥(i:人H

Bunnel

Roeren

Royle

計　　　　　15　　　　　　　　　　　　13

3　その他に手指屈曲に対するHcnlcの丁術が1

例ある①

4　母指欠損に対する骨軸筒状皮侶移柿による辻折

術を行なったものが1例である②

5　退院患者については　よく分からないが,大体

好い成績を得たものと考えて,此のものは全丁術例の

18%にあたる･

6　遠Ifel成績oj判定についてほ,他党的所見と, F]

覚的所見の両]jから,これを総創'ij断した①他党的所

見は,つまみ動作(三つ指,二つ拒,柵つまみ〕,紘

さみつまみ,かぎ下げ,わしづかみ,にぎりづかみ,

握力,指屈曲度の9つに分けた･ (三つ指は,何桁,

示拒,中指によるつまみ,二つ拒ほ,母指,示指によ

るつまみ,細つまみほ,二つ才引こよる針等oj小さいも

のをつまむ連動である①　はさみつまみは　紙ばさみな

どを,母指掌面と示指桃掌両とでつまむ運動をいうd )

各動作の判定は,それぞれ　良梢氏　不変,梢不

良,不良の5段階に分けた･
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7　駕爪手の遠隔成績は,節3真の通りである.　　　　9　その他に折の轡柿に対するHenleの手術が昭

全般的に不成績で,やゝ良いとJ山iiわれるものゝ成績　　和29年9月に行われた.これは外観的に緒雷引こなって

はソ　28%である. いて,健煉人の手のように見えるが,全体として力が
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8　一郎拝対:¥r.退勤麻坤に対する手術の遠隔成績ほ,

y戸山r,i ;.i.)､;) iコりでお,:㌔

全般1｢伽こ相成貼で,良いものは全体の80%である･

拍相対北運動蘇沖･,番号1, 2, 3のものは,筋

力源:M. palm･ long,,敵中:加1. flex. carp, ulnリ

離:肌ext. poll. brev.を用いたBunnelの手術で

ある①

番号4のものは,肪力淋: M. flex. carp. uln.滑巾

:M-　flex, carp･ uln. (半分を使用〕,艇:M. ext.

poll. brev.を用いた　Bunnelの手術である･

前号5, 6, 7, 8, 9では,罪4浅指屈筋聴を叉

状下で切り,桃子蝦靭帯を通して,碍2把持指骨の骨

孔を通して同定した　Roeren　の手術である｡

番号10のものほ, Koerenの変法で,叉状部で二つ

に分け　　方与ft;穂打捕wm滞ト･｢｢i-nli-, {fe<?>-. /刀;i一母

指対立筋の外縁に固定したRoyleの手術である･

4,5指の握力が

山たように.Eしう
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やって悪か　不
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やらなくて
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かった　　　良

弱っているo患者は初め社会復帰を希望し,手術をし

て甫んだが､その後社会復帰を家庭の事情から断念す

るにいたり,現打でば後悔している.

1O　そのほかに,母指欠損に対する,神中の骨軸筒

状皮侶移柿を行ない,外観r伽こも,作業上にも非常に
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掴指内転封立連動席料こ対する手術の遠隔成貼
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よくなっている･骨ば　Darmbein　を川い.移植役僧

は腹部のものを用いた②

IIそのほかに, Campbellによる手出節固定術の

I例が行われた｡腸骨を擁骨と中辛骨(3, 4〕にくっ

つけるもので,垂手の状態よりずっと使い好いと二tfん

でいる･足関節固定に比して,正みや,強い外力が加

わらないので好いと思われる･

結　　　　論

I軽いものほど結果がよく,退院するような縞状

の軽度のものに実施される可きものとJ-tlわれる｡

2　いっぱんに,常爪手の手術ば結薙がよくなく

て,良好な成績を得たものは, 28%くらいであった筒
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術は,成績が良かった由　良打なものは,ぜんたい0)

80%であった¢

4　母指対止連動障柑に対する手術の小,出unnel,

Roereiiがよく, Royleは1例だけだが, iS山u土か悪か

った｡ B1ユnnelと　Roeren　では大差なかったが,こ

れらoj少数例から見れば,召unnelが好いと止しわれ

た①

5　Roerenの骨孔を出して固定する際, .KMより

したものは,母指の動きが悲く,かつ,付指サ'll遡印よ

り寛が屈曲している6初めほ, rotation　に&tがあると

考えられたようであるが,絶対に悪いと考えられる①

先が]+i曲するOjは伸筋を圧迫するからであろうか?
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6　Henle　在行なった1例ほ,指が伸びて外観的

に良かったが,力がぜんぼん的に弱くなり,生活面で

は逆に悪い結果となった･

7　神巾&によるTl関節同定術は,良い成績を納め

た.

8　神中はによる骨軸筒状皮膚移植の造指術は成功

であった◎

反　　　　省

I　原の病変がよく固定していないものにやると,

その後の癩脚南変の進展のために,結果が悪くなる場

合があった･例えば､母指対立の手術をやり､母指は

うまく行っていたが､その後､他の手指が強度に屈曲

して､使用しにくくなったごときである･

2　手術後のtraining　管王里をよくやる必要がある

と思われた･これについての我々の関心がうすすぎた

嫌いがあった.

3　初めの(手術前の)不白由度の観察測定が不+

分であったため,遠隔l戎績を正確に判定することが阻

難であった･

381-517, J. B. Lippincott, Philadelphia, 1954.文　　　　献

1) BuNNELj S･ : Surgery of the Hand, 2nd Ed. ;

Summary

Generally speaking, it was found that the orthopedic operation of deformed and

dysfunctional fingers of leprosy patients was rewarded with better result in milder cases

than in severer cases, so far as the remote result was observed for three years after each

surgical treatment in the Leprosarium Oku-Komyoyen and Tama-Zenshoyen.

In the operration of the clawhand we succeeded in realizing the anticipated result only

in two out of seven cases. The surgical treatment for the adduction-opposition paralysis

of the thumb was successful in seven out of ten cases.

Concerning employed operative methods, BUNNEL's and ROEREN's were successful in

general, but, when in the latter a tendon piece was transplanted into the ulnar side of the

thumb, its function was found to be handicapped for the rotation. HENLE's, used in a

case, resulted in the dysfunction of the fingers in spite of their bettered appearance.

ROYLE's, used in a case, ended in failure.

(NAKAHARA, G.)
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